
令 和 ２ 年 度 事 業 計 画 

 

公益財団法人 滋賀県生活衛生営業指導センター   

 

１ 基 本 方 針 

理容・美容業、クリーニング業、旅館ホテルおよび公衆浴場業などの生活衛生営業は、県民の日常生活に密着

した営業として、利用者・消費者からの期待は極めて大きいものがあり、その経営改善を図ることは、県民に安

心・安全なサービスを提供し、清潔で明るい豊かなくらしを実現することにつながる。 

このことから、当財団は生活衛生営業の経営健全化と業界振興に係る事業の充実強化を通じて、積極的に衛生 

水準を維持向上し、公共の福祉の向上と利用者・消費者の利益の擁護を図る。  

 

２ 事 業 計 画 

 (1) 相談指導事業 

   経営相談室の設置や地区巡回相談等により、専門の知識を有する職員等による相談指導を実施する。 

 (2) 情報化整備事業 

社会経済構造の変化に即応した相談指導を実施するため、全国生活衛生営業指導センター等との生活衛生情  

報ネットワークの高度利用とシステム更新を図り、生活衛生営業者への情報提供推進とＩＴ化への対応支援と

ともに、特定個人情報を適正に管理・運用するための指導を行う。 

また、滋賀県生活衛生営業指導センター事業の情報公開等を進める。 

 (3) 生活衛生営業再生特別支援事業 

生活衛生営業再生特別支援相談窓口の設置等により、経営困難に陥った生活衛生営業者に専門的な経営改善  

指導を行う。 

 (4) 生活衛生営業健康推進等事業 

 生活衛生営業を通した地域健康増進事業を実施する。また、地域の生活衛生営業者が商店街等と連携し、地

域の振興を図る。 

 (5) 後継者育成支援事業 

   生活衛生営業の後継者確保を目的として、小中高生を対象とした「出前インターンシップ」等を実施する。 

 (6) 消費者コールセンター等事業 

ホームページ上に設置した相談窓口に寄せられた生活衛生営業に係る苦情相談への対応を、県消費生活セン

ター等と連携を取りながら行う。また、苦情に係る情報収集および分析等を行う。 

 (7) 生活衛生営業の振興に関する事業 

生活衛生営業の業界振興を図るため、新規営業者に情報提供等を実施するとともに、営業者の自主衛生管理

を推進する。 

 (8) 標準営業約款（Ｓマーク）の登録推進事業 

利用者・消費者に安定的に安全・安心なサービスを提供するため、厚生労働大臣が定める基準以上のサービ  

ス提供を行うことを生活衛生営業者が確約する標準営業約款の登録推進を行う。 

 (9) クリーニング師等研修講習開催事業 

   クリ－ニング業法に基づくクリーニング師研修、クリーニング業務従事者講習を実施する。  

(10) 全国生活衛生営業指導センターからの委託調査事業 



   全国生活衛生営業指導センターから「生活衛生関係営業景気動向等調査」等を受託し、実施する。 

 (11) 分野調整等指導事業 

   生活衛生営業の事業活動に係る大企業等との紛争処理に関して、当事者間の自主解決促進を図る。 

 (12) その他 

ホームページにおいて、経営指導に関する業界情報等の発信を行う。また、同業組合が実施する各種事業、

振興計画の促進等に対する指導助言を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



収 支 予 算 書

自 令和 ２ 年 ４ 月 １ 日

至 令和 ３ 年 ３ 月 31 日

（単位 円）

科 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部

(1) 経 常 収 益

基 本 財 産 運 用 益 700 800 △ 100

受 取 会 費 10,000 10,000 －

事 業 収 益 2,349,500 1,553,000 796,500

受 取 補 助 金 等 30,095,000 30,095,000 －

出 向 分 担 金 600,000 600,000 －

受 取 寄 付 金 150,000 150,000 －

雑 収 益 451,080 556,600 △ 105,520

経 常 収 益 計 33,656,280 32,965,400 690,880

(2) 経 常 費 用

事 業 費 32,342,594 31,895,208 447,386

管 理 費 1,312,143 1,101,789 210,354

経 常 費 用 計 33,654,737 32,996,997 657,740

( う ち 人 件 費 ) 20,517,169 20,165,379 351,790

評価損益等調整前当期 1,543 △ 31,597 33,140
経常増減額

評 価 損 益 等 計 － － －

当 期 経 常 増 減 額 1,543 △ 31,597 33,140

当期一般正味財産増減 1,543 △ 31,597 33,140
額

一般正味財産期首残高 3,804,840 4,398,118 △ 593,278

一般正味財産期末残高 3,806,383 4,366,521 △ 560,138

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減 600,000 － 600,000
額

指定正味財産期首残高 7,500,000 7,000,000 500,000

指定正味財産期末残高 8,100,000 7,000,000 1,100,000

Ⅲ 正 味 財産 期 末 残高 11,906,383 11,366,521 539,862



収 支 予 算 書 内 訳 表

自 令和 ２ 年 ４ 月 １ 日

至 令和 ３ 年 ３ 月 31 日

（単位 円）

公益目的 収益事業 内 部 取科 目 法人会計 合 計事業会計 等 会 計 引 消 去

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部

(1) 経 常 収 益

基 本 財 産 運 用 益 700 － － － 700

受 取 会 費 － － 10,000 － 10,000

事 業 収 益 1,649,500 － 700,000 － 2,349,500

受 取 補 助 金 等 26,045,000 4,050,000 － － 30,095,000

出 向 分 担 金 － 600,000 － － 600,000

受 取 寄 付 金 － － 150,000 － 150,000

雑 収 益 － － 451,080 － 451,080

経 常 収 益 計 27,695,200 4,650,000 1,311,080 － 33,656,280

(2) 経 常 費 用

事 業 費 27,749,375 4,593,219 － － 32,342,594

管 理 費 － － 1,312,143 － 1,312,143

経 常 費 用 計 27,749,375 4,593,219 1,312,143 － 33,654,737

( う ち 人 件 費 ) 19,286,139 487,613 743,417 － 20,517,169

評価損益等調整前当期 △ 54,175 56,781 △ 1,063 － 1,543
経常増減額

評 価 損 益 等 計 － － － － －

当 期 経 常 増 減 額 △ 54,175 56,781 △ 1,063 － 1,543

当期一般正味財産増減 △ 54,175 56,781 △ 1,063 － 1,543
額

一般正味財産期首残高 3,804,840 － － － 3,804,840

一般正味財産期末残高 3,750,665 56,781 △ 1,063 － 3,806,383

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減 600,000 － － － 600,000
額

指定正味財産期首残高 7,500,000 － － － 7,500,000

指定正味財産期末残高 8,100,000 － － － 8,100,000

Ⅲ 正 味 財産 期 末 残高 11,850,665 56,781 △ 1,063 － 11,906,383



資金調達および設備投資の見込みについて

自 令和 ２ 年 ４ 月 １ 日

至 令和 ３ 年 ３ 月 31 日

１ 資金調達の見込みについて

なし

２ 設備投資の見込みについて

なし



令 和 元 年 度 事 業 報 告 

 

公益財団法人 滋賀県生活衛生営業指導センター   

 

１ 事 業 概 要 

理容・美容業、クリーニング業、旅館ホテルおよび公衆浴場業などの生活衛生営業は、県民の日常生活に密着

した営業として、利用者・消費者からの期待は極めて大きいものがあり、その経営改善を図ることは、県民に安

心・安全なサービスを提供し、清潔で明るい豊かなくらしを実現することにつながる。 

このことから、当財団は、生活衛生営業の経営健全化を通じて衛生水準の維持向上を図り、あわせて利用者・ 

消費者の利益擁護に努め、業界の自主的活動の充実と振興を図るとともに、経営指導相談体制の一層の充実強化 

を目的に各事業を実施した。  

  

２ 事 業 実 績 

(1)  相談指導事業 

ア 経営相談等 

経営相談室において、専門の知識を有する職員等による相談指導や税務指導を実施した。また、県内８地

区で地区相談室を開設し経営相談等に対応した。 

  イ 自主管理の推進 

生活衛生営業者自らが自主点検、自主管理を実施し、衛生水準の向上と利用者・消費者に対する信頼度の

向上を図るとともに生活衛生営業者の意見を組織活動に反映させた。 

  ウ 貸付推薦事務等 

    日本政策金融公庫への貸付推薦事務や生活衛生経営改善資金の融資指導業務を行った。 

(2)  情報化整備事業 

社会経済構造の変化に即応した相談指導を実施するため、生衛業経営診断システムの導入および高度利用を

推進し、業務全般の処理の効率化を図った。あわせて、滋賀県生活衛生営業指導センター事業等の情報公開等

を進めた。 

(3)  生活衛生営業再生特別支援事業 

融資等の専門知識を有した者による生活衛生営業再生特別支援相談窓口を設置し、経営改善指導を行った。 

(4)  生活衛生営業健康推進等事業 

生活衛生営業者同士や商店街等との連携事業を実施するとともに、地域コミュニティ再生と生活衛生営業の

振興を図った。 

(5)  後継者育成支援事業 

生活衛生営業の後継者確保を支援するため、小中高生を対象に、理容師・美容師、クリーニング師の技術実

演や体験、すし職人の技術実演など、生活衛生営業への就業促進を目的としたインターンシップ制導入のため

の事業を実施した。 

(6)  消費者コールセンター等事業 

生活衛生組合役員および特別相談員を対象に消費者問題に関する研修会を開催した。あわせて、当センター  

における苦情処理のあり方について検討会を開催した。 

(7)  生活衛生営業の振興に関する事業 



生活衛生営業者の自主的衛生管理の推進事業として研修事業やＰＲ事業を実施した。 

専門技術者養成確保事業として、理容・美容競技大会および技術向上講習会を、また、クリーニング業を対  

象とした資質向上研修会を開催した。 

(8)  標準営業約款（Ｓマーク）の登録推進事業 

標準営業約款審査委員会を開催し、登録審査を実施した。また、登録の推進を図るため、Ｓマークのチラシ

配布およびラジオ放送による利用者・消費者に対する周知啓発を実施した。 

(9)  クリーニング師等研修講習開催事業 

クリ－ニング業法に基づくクリーニング師研修会および業務従事者講習会を実施した。 

(10) 全国生活衛生営業指導センターからの委託調査事業 

全国生活衛生営業指導センターから「生活衛生関係営業景気動向等調査」等を受託し、実施した。 

(11) 分野調整等指導事業 

生活衛生営業の事業活動に係る大企業等との紛争処理に関する調査指導、情報収集、当事者間の自主解決促

進に努めるため、滋賀県分野調整事業協議会を開催した。本年度は具体的な調整案件は発生しなかった。 

(12) その他 

   ホームページにおいて、経営指導に関する業界情報等の発信を行った。また、同業組合が実施する各種事業、

振興計画の促進等に対する指導助言を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



正 味 財 産 増 減 計 算 書

自 平成 31 年 ４ 月 １ 日

至 令和 ２ 年 ３ 月 31 日

（単位 円）

科 目 本 年 度 前 年 度 比 較

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経 常 増 減 の 部

(1) 経 常 収 益

基 本 財 産 運 用 益 676 674 2

受 取 会 費 － 20,000 △ 20,000

事 業 収 益 2,760,860 1,696,020 1,064,840

受 取 補 助 金 等 30,095,000 30,095,000 －

出 向 分 担 金 600,000 600,000 －

受 取 寄 付 金 150,000 150,000 －

雑 収 益 574,045 462,428 111,617

経 常 収 益 計 34,180,581 33,024,122 1,156,459

(2) 経 常 費 用

事 業 費 29,837,589 29,218,343 619,246

管 理 費 4,565,302 4,289,045 276,257

経 常 費 用 計 34,402,891 33,507,388 895,503

（ う ち 人 件 費 ） 20,229,662 20,155,595 74,067

評価損益等調整前当期経常増減 △ 222,310 △ 483,266 260,956
額

評 価 損 益 等 計 － － －

当 期 経 常 増 減 額 △ 222,310 △ 483,266 260,956

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ 222,310 △ 483,266 260,956

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 3,804,840 4,288,106 △ 483,266

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 3,582,530 3,804,840 △ 222,310

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受 取 寄 付 金 500,000 500,000 －

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 500,000 500,000 －

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 7,000,000 6,500,000 500,000

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 7,500,000 7,000,000 500,000

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 11,082,530 10,804,840 277,690



正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

自 平成 31 年 ４ 月 １ 日

至 令和 ２ 年 ３ 月 31 日

（単位 円）

公益目的 収益事業 内 部 取科 目 法人会計 合 計事業会計 等 会 計 引 消 去

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経常増減の部

(1) 経 常 収 益

基 本 財 産 運 用 益 676 － － － 676

事 業 収 益 1,957,610 60,000 743,250 － 2,760,860

受 取 補 助 金 等 26,045,000 4,050,000 － － 30,095,000

出 向 分 担 金 － 600,000 － － 600,000

受 取 寄 付 金 150,000 － － － 150,000

雑 収 益 45 － 574,000 － 574,045

経 常 収 益 計 28,153,331 4,710,000 1,317,250 － 34,180,581

(2) 経 常 費 用

事 業 費 25,350,016 4,487,573 － － 29,837,589

管 理 費 2,599,376 58,071 1,907,855 － 4,565,302

経 常 費 用 計 27,949,392 4,545,644 1,907,855 － 34,402,891

（ う ち 人 件 費 ） 19,015,882 479,760 734,020 － 20,229,662

評価損益等調整前当期経 203,939 164,356 △ 590,605 － △ 222,310
常増減額

評 価 損 益 等 計 － － － － －

当 期 経 常 増 減 額 203,939 164,356 △ 590,605 － △ 222,310

当期一般正味財産増減額 203,939 164,356 △ 590,605 － △ 222,310

一般正味財産期首残高 5,531,221 1,208,660 △2,935,041 － 3,804,840

一般正味財産期末残高 5,735,160 1,373,016 △3,525,646 － 3,582,530

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受 取 寄 付 金 500,000 － － － 500,000

当期指定正味財産増減額 500,000 － － － 500,000

指定正味財産期首残高 7,000,000 － － － 7,000,000

指定正味財産期末残高 7,500,000 － － － 7,500,000

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 13,235,160 1,373,016 △3,525,646 － 11,082,530



貸 借 対 照 表

令和 ２ 年 ３ 月 31 日現在

（単位 円）

科 目 本 年 度 前 年 度 比 較

Ⅰ 資 産 の 部

１ 流 動 資 産

現 金 118,740 411,709 △ 292,969

普 通 預 金 4,242,785 2,365,612 1,877,173

定 期 預 金 248,943 248,267 676

未 収 金 108,474 188,474 △ 80,000

前 払 金 24,000 2,000,000 △ 1,976,000

流 動 資 産 合 計 4,742,942 5,214,062 △ 471,120

２ 固 定 資 産

(1) 基 本 財 産

基 本 財 産 定 期 預 金 7,500,000 7,000,000 500,000

基 本 財 産 合 計 7,500,000 7,000,000 500,000

(2) その他固定資産

什 器 備 品 1,813 7,351 △ 5,538

その他固定資産合計 1,813 7,351 △ 5,538

固 定 資 産 合 計 7,501,813 7,007,351 494,462

資 産 合 計 12,244,755 12,221,413 23,342

Ⅱ 負 債 の 部

１ 流 動 負 債

未 払 金 830,150 1,063,792 △ 233,642

預 り 金 182,075 352,781 △ 170,706

前 受 金 150,000 － 150,000

流 動 負 債 合 計 1,162,225 1,416,573 △ 254,348

負 債 合 計 1,162,225 1,416,573 △ 254,348

Ⅲ 正 味 財 産 の 部

１ 指定正味財産

寄 付 金 7,500,000 7,000,000 500,000

指 定 正 味 財 産 合 計 7,500,000 7,000,000 500,000

（うち基本財産への充当額） (7,500,000) (7,000,000) (500,000)

２ 一般正味財産 3,582,530 3,804,840 △ 222,310

正 味 財 産 合 計 11,082,530 10,804,840 277,690

負債及び正味財産合計 12,244,755 12,221,413 23,342


